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がら相互作用を起こすため, 気体の運動を記述する基礎方程式である圧縮性 Navier-Stokes 方程式に
類似の双曲型・放物型連立方程式系に分類され, 数学的にも興味深い研究対象である. 熱弾性体方程式





















に対して, 二乗可積分な Lebesgue 空間を土台とした函数空間における解の時間大域的存在を示すこと
ができる. この際に扱える非線型項は人工的なものではあるが, 許容される非線形性は強消散型波動方
程式のものと同じものを扱えることになり, 減衰の観点からは最適なものが得られた.  
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以下, 本論文の構成及び各章の概略を述べる. 本論文は７章からなり, 第１章では, 研究の背景と動
機付けが述べられ, 本論文の主結果である線型化熱弾性体方程式における解の漸近展開表示と, べき乗
型の反応項を持つ半線型熱弾性体方程式における解の時間大域存在を述べる.  
第２章では, Fourier 作用素に対する不等式と Fourier 逆変換の漸近公式及び, 本論文を通して用い
る基本的な不等式について述べる.  







波と高周波にカットオフ函数を用いて分解した後, 第２章において導入した Fourier 積分作用素の理
論によって誤差項の時間減衰を示す. ３次元においては高周波においてより精密な評価が必要となるた
め, ベッセル函数の漸近公式を用いて誤差項の可積分性を示す.  
第６章ではべき乗型の反応項を持つ半線型熱弾性体方程式における解の時間大域存在定理の証明を




元の初期値問題に対して構成する. このとき考察する非線形項は Helmholtz の自由エネルギーの勾配












た. 消散波動は粘性的双曲型保存系における漸近挙動として表れることが Hsiao, Liu により
発見されて以来さかんに研究が行われるようになったが, 熱弾性方程式の解の漸近挙動として










挙動および Banach の不動点定理を用いて時間大域的な解の一意存在を示すことができた.  
 これら木村氏の一連の研究は, 自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有
することを示している. したがって, 木村氏提出の博士論文は, 博士(理学)の学位論文として
合格と認める.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
